
1. 緒言 

理学療法学科 新岡大和 
在宅要介護高齢者の主観的QOLを向上させる要因に関する研究 

青森県立保健大学の特別研究の概要 

2. 方法 

3. 結果・考察 

 老化や廃用が進行する高齢者のQOL評価には，健康状態が反
映されるようなQOL評価だけでなく，日常・人生に対する満足度

や充実度を表す“主観的QOL”が重要． 

対象：2014年に実施された初回調査で協力が得られた51名のうち，
追跡調査時に取り込み基準を満たした34名． 

調査・方法：2017年8月から9月に身体機能測定と自記式アンケー
ト調査を実施． 

統計的解析：結果の正規性を確認後，追跡調査時の主観的QOL
に関連する要因，また，追跡調査時の主観的QOLと関連する要因
を明らかにするために単相関分析と重回帰分析（ステップワイズ
法）を実施した（有意水準５％）． 

 研究責任者はこれまで横断調査で通所リハビリテーションを

利用する要介護高齢者の主観的QOLに関連する要因が

抑うつとソーシャルスキルであること報告した［2014，新岡］． 

本研究の目的は縦断調査によって通所リハビリテーショ

ンを利用する要介護高齢者の主観的QOLに影響を
与える身体的・心理的・社会的要因を明らかにす
ることである．  

調査項目： 
＜基本属性＞ 年齢・性別・要介護度・MMSE・趣味の有無 
＜身体的要因＞ CS-３０・５ｍ移動時間・疼痛・FIM-m 
＜心理的要因＞ GDS-１５・SF-８ 
＜社会的要因＞ LSNS-６・KISS-１８ 
＜主観的QOL＞  LSIK 

追跡調査時の主観的QOLに影響を与える要因は，追跡時・初回

時ともにソーシャルスキルを表すKISS-１８が採用された．主観
的QOLに影響を与える要因は横断調査時・縦断調査時
とも変化がなかったことが確認された． 

重回帰式の適合度はいずれの回帰式も低かった 
4. 課題 

 標本数を増やして確認する． 
 主観的QOLに影響を与える他の要因を検討する． 
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